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The purpose of the study is to explore teachers’ beliefs on teaching English in English, together with how
they deal with their dilemmas. Semi-structured interviews were conducted to nine teachers working at junior
or senior high schools. Their interviews were recorded and transcribed. Then they were analyzed following the
procedure of the Modiﬁed Grounded Theory Approach.
The results revealed that teachers have various kinds of dilemmas, and they were divided into three categories:
(1) teachers’ psychological anxiety, (2) diﬃculties and problems they face in their teaching context, and (3)
practical constraints. Together with reporting the dilemmas, how they deal with them were also reported. That
includes (1) to set up the activities which teachers conduct only in English and keep doing them, (2) step-by-step
scaﬀolding using L1, (3) to introduce meaning-based activities in term examinations, (4) careful consideration
of the balance between meaning-focused activities and form-focused instructions, and (5) changes of textbook
they use.



























いて調査した研究には Yamada and Hristoskova（2011）
がある。Yamadaらは、英語で英語を教えたり学んだり










































































教師 性別 教員歴 勤務校
教師 A 男性 5年 A中学校
教師 B 女性 13年 B中学校
教師 C 女性 2年 A高等学校
教師 D 女性 3年 A高等学校
教師 E 女性 10年 B高等学校
教師 F 男性 26年 B高等学校
教師 G 男性 10年 C高等学校
教師 H 女性 8年 D高等学校







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































で、 “Whose racket is this?”とか “Whose
door is this?”とかやったんですけど、そのと
きに理由も英語で言って欲しいんですね。“I
think it’s Mr. ***’s. I think he likes One
Piece”とか言って欲しいんですけど、しょっ
ぱなから “OK please tell me the reason in
English”って言ったところで、子どもは言え
ないんですよ。で、“I think it’s Ms. ***’s.”
って。“Why do you think so? ”って言っ















とか言うんですよね。“Oh you can say in
English”「そう、私は思うって何ていうの?」
“I think...”（とプロンプトを与える）。で、
“why do you think so?”「なんでそう思う
の?」っていうのをはじめ 一人二人に言って
おくと三人目、四人目からはなんでそう思






















you have a magic box, what do you want?”
で、（学習者は）「お金!」（と発言する）。（そ
して教師が）“Oh, you want money”（と繰
り返す）。で、「“I want money”どうぞ」っ
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概念名
定義
理論的メモ
ゆれる思い
英語で授業を行うために色々と工夫していても、うまくいかないことが続くと、心が折れてしまう。ま
た、同僚の先生方とスタンスが違うと、自分のスタンスに疑問を持つこともある。
ヴァリエーション
■ うまくいかないと改善していかなければならないと考えつつも、心が折れてしまう。
■ テストのことが気になるし、同僚の先生とスタンスが違うと、特に若い先生の場合、段々自分のス
タンスを疑うようになるのかもしれない。
■ 英語で授業を行うことが前提になりつつも、ドリル的な活動を行ったほうが力がつくのではないか
という指摘。英語で授業をやっていることに対して本当に効果があるのかどうかという疑問
まず基本的なところが、こちらの説明していることが分かってもらえない。指示が通らない。特に口頭
の場合ね。その段階でつまづいてしまったってのがこれまでよくありましたし、今年もそうでしたね。
で、それでもあきらめずに何か言い方変えてとか、提示する仕方変えてとか、色々やっていかなきゃい
けないんですが、（心が）途中でポキって折れて。（教師F：高等学校）
何か迷っているんですよ。（同僚の教師から、最終的には和訳できないとね、それがトレーニングだか
らね、ということを聞くと）段々そうなのかなって思ってきてしまっている自分がいて、今の流れと逆
行しているけど、どっちが正しいか分からないなって。誰にも分からんのやろうけど、バランスが大事
なんだろうけど、効率の良さも考えると、これが効果的やって思うことをやる方がやっぱり優先されて
きてしまうので、受験のこととかテストのこととかを考えると、（英語で授業を行うことは）難しいか
な。（教師D：高等学校）
ドリル的な活動とか、形式的な面も増えてくるし、頭の中で実はそっち（ドリル的な活動）をした方が
実は力つくんちゃうのとか、思ってる部分もある。けど、今さらそんなことしたくないなっていう個人
的な思いだけでやっている気もするから。（中略）スピーキングのテストが実際にないし。いわゆる入
試とかで。授業中は評価するけど。この子達は（英語でのコミュニケーション活動を）楽しんでやって
いるし、慣れてくるといい雰囲気になるんだけれども、果たしてこの授業を受けていて恩恵を受けてい
るんかなって。（教師A：中学校）
英語の授業を英語で行うことに対する教師の心情
